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論 

 

議
会
基
本
条
例
に
基
づ
き
、
４
月
21
日
か
ら
23

日
ま
で
町
内
５
会
場
で
議
会
報
告
懇
談
会
を
開
催

し
、
町
民
86
人
が
参
加
し
て
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。 

 

お
も
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

最終日の観月台文化センターには全議員が出席しています 

                             

 

      

                       

 

                            

  

 

   

議
員
定
数
・報
酬
の 

検
討
結
果
に
つ
い
て 

国
見
町
議
会
の
議
員
定

数
と
報
酬
は
如
何
に
あ
る

べ
き
か
、
議
員
全
員
で
検

討
し
て
き
ま
し
た
。
出
さ

れ
た
主
な
意
見
・
結
論
は

次
の
と
お
り
で
す
。 

① 

議
会
の
使
命
は
何
か
、

と
い
う
と
二
つ
あ
る
。
政

策
の
最
終
決
定
（
議
決
権

の
行
使
）
と
町
政
執
行
機

関
の
監
視
・
評
価
で
あ
る

が
、
こ
れ
ら
の
使
命
を
全

う
す
る
に
は
現
状
の
12

人
が
最
低
限
必
要
だ
。
ま

た
、
議
事
機
関
と
し
て
、

町
民
の
多
様
な
意
見
や
考

え
を
反
映
さ
せ
る
た
め
に

は
現
状
の
人
数
（
総
務
文

教
常
任
委
員
会
、
産
業
建

設
常
任
委
員
会
各
６
人
ず

つ
）
は
是
非
と
も
必
要
だ
。

② 

人
口
に
比
例
し
た
割 

合
で
定
数
を
決
め
る
と
い 

う
考
え
も
あ
る
が
、
福
島 

      

県
町
村
議
会
の
実
態
を
見

て
み
る
と
必
ず
し
も
そ
う

で
は
な
い
。
大
多
数
の
議

会
は
議
会
の
機
能
を
重
視

し
た
議
員
定
数
を
確
保
し

て
い
る
。 

③ 

経
費
削
減
の
た
め
に

議
員
報
酬
を
カ
ッ
ト
す
る

と
い
う
議
論
が
あ
る
が
、

経
費
削
減
は
予
算
全
体
の

中
で
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

旧
伊
達
郡
自
治
体
の
特
別

職
（
議
員
も
含
む
）
の
報

酬
は
、
過
去
に
特
別
職
報

酬
等
審
議
会
で
検
討
し
決

め
ら
れ
た
経
緯
が
あ
る
。

現
在
の
報
酬
額
は
他
と
比

較
し
て
も
妥
当
な
水
準
で

あ
る
。 

 

国
見
町
議

会
の
議
員
定

数
・
報
酬
は
、
全
会
一
致

で
現
状
維
持
と
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

議
員
定
数
に
つ

い
て
ど
う
考
え
る

の
か
。
あ
る
程
度
の
人
数

は
必
要
だ
と
思
う
が
、
町

民
か
ら
み
る
と
一
般
質
問

を
し
て
い
な
い
と
必
要
な

い
の
で
は
と
思
う
。 

 

一
般
質
問
の

件
数
は
他
の
町

よ
り
少
な
い
か
も
し
れ
な

い
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
議

員
定
数
を
決
め
る
考
え
は

一
般
的
で
は
な
い
と
思
わ

れ
る
。  

議
員
定
数
と
報

酬
の
検
討
は
議
員

だ
け
で
行
っ
た
の
か
。 

 

議
員
だ
け
で

検
討
し
た
。
参
考

資
料
や
県
内
町
村
の
実
態

を
調
査
し
た
結
果
、
現
状

維
持
と
し
た
。 

         

 

議
会
基
本
条
例
に
基
づ
き
、
４
月
26
日
か
ら
28
日
ま

で
町
内
５
会
場
で
議
会
報
告
懇
談
会
を
開
催
し
、 

町
民
74
人
が
参
加
し
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。 

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

 

議
会
へ
の
意
見
・
要
望
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開催地区と参加者数 

議
会
報
告
懇

談
会
へ
の
参
加
者

が
少
な
い
。
議
員
と
話
を

す
る
良
い
機
会
な
の
で
町

内
会
な
ど
に
周
知
し
、
参

加
者
を
増
や
す
工
夫
が
必

要
で
は
な
い
か
。 

 

町
内
会
や
関

係
団
体
に
チ
ラ

シ
を
配
布
し
呼
び
か
け
を

行
う
と
と
も
に
、
ポ
ス
タ

ー
を
町
内
各
所
に
掲
示
し

て
い
る
が
、
な
か
な
か
集

ま
ら
な
い
現
況
で
あ
る
。

参
加
し
や
す
い
工
夫
を
し

て
い
き
た
い
。 

                

   

道
の
駅
か
ら
観
光
施

設
に
誘
導
す
る
仕

組
み
を 

道
の
駅
に
は
多

く
の
来
場
者
が
あ

る
。
道
の
駅
か
ら
桃
狩
り

体
験
や
観
光
施
設
に
誘
導

す
る
仕
組
み
を
作
っ
て
は

ど
う
か
。 

道
の
駅
に
来
た

方
に
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ガ
イ
ド
が
国
見
町
を

Ｐ
Ｒ
し
、
リ
ピ
ー
タ
ー
に

な
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な

仕
組
み
作
り
は
良
い
ア
イ

デ
ィ
ア
だ
と
思
う
。
昨
年

の
秋
に
道
の
駅
を
発
着
点

と
し
て
文
化
財
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ガ
イ
ド
に
よ
る
町
内

巡
り
を
開
催
し
、
大
変
好

評
だ
っ
た
。 

 

道
の
駅
の
管
理
負
担

金
の
内
訳
は 

 

一
般
会
計
補
正

予
算
で
、
道
の
駅

管
理
負
担
金
３
０
０
０
万

円
の
内
訳
は
何
か
。
ま
た
、

財
源
は
税
金
か
。 

想
定
外
の
来

場
者
が
あ
り
、
交

通
誘
導
員
の
委
託
費
や
冷

蔵
庫
の
リ
ー
ス
料
の
支
出

が
多
く
な
っ
た
。
ま
た
、

電
気
・
水
道
代
や
レ
ス
ト

ラ
ン
等
の
消
耗
品
費
な
ど

も
か
さ
ん
だ
。
公
共
公
益

施
設
の
部
分
は
町
の
負
担

と
な
る
こ
と
か
ら
、
実
際

に
算
出
す
る
と
３
５
０
０

万
円
を
超
え
る
が
、
町
と

国
見
ま
ち
づ
く
り
株
式
会

社
が
負
担
割
合
を
算
出
し
、

合
意
に
達
し
た
金
額
で
あ

る
。
財
源
は
、
ふ
る
さ
と

納
税
を
原
資
と
す
る
ふ
る

さ
と
振
興
基
金
で
あ
る
。 

 

国
見
ホ
イ
ス
コ
ー
レ

事
業
と
は
何
か 

国
見
ホ
イ
ス
コ

ー
レ
と
は
ど
の
よ

う
な
事
業
な
の
か
。
９
５

０
万
円
の
予
算
は
適
切
か
。 

 

国
見
ホ
イ
ス

コ
ー
レ
は
、
「
国

見
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
学
習
」
、

「
国
見
カ
ス
タ
ム
ラ
ボ
」
、

「
短
期
ホ
イ
ス
コ
ー
レ
」

の
３
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

あ
る
。
若
者
が
対
話
や
自

主
的
な
学
び
を
通
し
て
国

見
町
へ
の
愛
着
を
育
む
事

業
で
あ
る
。
県
の
地
域
創

生
総
合
支
援
事
業
に
よ
り

75
％
の
補
助
金
が
交
付

さ
れ
る
。 

            

農
業
ビ
ジ
ネ
ス
訓
練

所
の
運
営
は 

 

く
に
み
農
業
ビ

ジ
ネ
ス
訓
練
所
は

ど
の
よ
う
な
運
営
に
な
る

の
か
。
町
外
の
人
も
研
修

は
可
能
か
。 

 

野
菜
の
栽
培

技
術
を
学
ぶ
施

設
で
あ
る
。
長
期
、
短
期
、

体
験
研
修
の
３
つ
の
研
修

が
あ
る
。
長
期
研
修
は
、

新
規
就
農
を
目
指
す
方
を

対
象
と
し
、
短
期
研
修
は
、

野
菜
栽
培
の
基
礎
や
実
践

で
の
技
術
研
修
を
行
う
。

体
験
研
修
は
、
町
内
の
親

子
で
楽
し
め
る
研
修
で
あ

る
。
長
期
、
短
期
研
修
は

町
内
外
の
方
で
も
受
講
で

き
る
。
当
面
は
町
で
運
営

す
る
。 

新
規
就
農
者
へ
の
町

の
支
援
は 

 

農
業
ビ
ジ
ネ
ス

訓
練
所
の
目
的
は

担
い
手
の
育
成
だ
が
、
技

術
を
取
得
し
就
農
し
た
場

合
、
町
の
支
援
は
あ
る
か
。 

 

新
規
就
農
者
に

対
し
、
一
定
要
件

を
満
た
せ
ば
、
農
業
経
営

開
始
に
必
要
な
資
金
と
し

て
上
限
１
５
０
万
円
の
支

援
制
度
が
あ
る
。
ま
た
、

70
万
円
を
限
度
と
す
る

貸
付
金
制
度
も
あ
る
。 

 
 消

防
費
、
農
林
水
産

業
費
減
額
の
理
由
は 

 

平
成

30

年
度

予
算
で
前
年
度
と

比
較
し
て
消
防
費
、
農
林

水
産
業
費
が
大
き
く
減
額

し
た
理
由
は
何
か
。 

消
防
費
に
は

除
染
対
策
の
費
用
も
含
ま

れ
て
お
り
、
除
染
が
縮
小

し
た
こ
と
が
主
な
理
由
で

あ
る
。
消
防
施
設
等
の
予

算
は
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い
。

農
林
水
産
業
費
に
つ
い
て

は
、
た
め
池
の
放
射
性
物

質
対
策
で
事
業
量
の
精
査

に
よ
り
対
象
た
め
池
が
８

カ
所
か
ら
３
カ
所
に
減
少

し
た
た
め
で
あ
る
。 

空
き
家
対
策
の 

成
果
は 

町
に
は
空
き
家

は
何
戸
あ
る
の
か
。 

 
 
 

そ
の
対
策
の
成
果
は
あ
る

の
か
。 

約
１
８
０
戸

あ
る
。
町
で
は
平

成
27
年
12
月
に
条
例
を

制
定
し
て
い
る
が
、
利
活

用
さ
れ
た
も
の
や
解
体
さ

れ
た
空
き
家
は
な
い
。 

4月 26日 小坂 ２８人 

森江野 １５人 

4月 27日 大枝 ８人 

大木戸  ３人 

4月 28日 藤田 ２０人 

町
へ
の
意
見
・
要
望 


